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バ
ー
」
を
使
用
し
、
技
術
・
家
庭
科
の

授
業
を
よ
り
発
展
さ
せ
た
実
習
と
し
て
、

ラ
イ
ン
ト
レ
ー
サ
ー
お
よ
び
サ
ッ
カ
ー

ロ
ボ
ッ
ト
の
製
作
を
行
い
ま
し
た
。
ロ

ボ
ッ
ト
の
改
造
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

が
初
め
て
の
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
に
興
味
を
持
っ
た
・
楽
し
か
っ

た
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
24
年
９
月
29
日
に
開
催
し
ま
し

た
第
１
回
「
次
世
代
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
テ
ィ
ス
ト
育
成
講
座
」
で
は
、
徳
島

市
内
の
中
学
校
の
生
徒
17
名
が
参
加
し
、

教
材
と
し
て
小
型
カ
メ
ラ
を
搭
載
し
た

室
内
用
無
線
操
縦
ヘ
リ
コ
プ
タ
「AR

.

D
rone

」（
エ
イ
ア
ー
ル 

ド
ロ
ー
ン
）
を

用
い
、
カ
メ
ラ
画
像
か
ら
の
物
体
検
出

や
飛
行
制
御
な
ど
、
実
際
の
大
学
研
究

室
で
扱
う
内
容
を
解
説
し
、
こ
れ
ら
の

基
本
的
な
理
論
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
方

法
等
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、「A

R

.D
rone

」
を
用
い
た

ユ
ニ
ー
ク
な
シ
ス
テ
ム
を
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
構
築
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結

徳
島
大
学
地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
地
域
力
と
し
て
の
次
世
代
ス
ー
パ
ー

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
育
成
事
業 

―
大

学
生
と
の
コ
ラ
ボ
で
育
成
す
る
自
律
的

課
題
解
決
能
力
―
」
と
題
し
て
、
地
域

の
人
材
育
成
に
関
す
る
活
動
を
徳
島
県

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
理
数
系
に
興

味
を
持
つ
中
学
生
を
対
象
に
、
科
学
技

術
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
分
野
に

つ
い
て
、
大
学
レ
ベ
ル
の
研
究
を
テ
ー

マ
に
し
た
特
別
講
座
を
開
催
し
、
徳
島

大
学
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
学
習
に
よ
っ
て
、
自
律
的
に
様
々

な
課
題
解
決
能
力
を
身
に
付
け
ら
れ
る

次
世
代
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス

ト
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

特
別
講
座
と
し
て
、
平
成
24
年
８
月

25
日
に
開
催
し
ま
し
た
「
高
浦
中
学
校 

技
術
・
家
庭
科 

ロ
ボ
ッ
ト
応
用
講
座
」

は
、
高
浦
中
学
校
の
生
徒
10
名
が
参
加

し
、
徳
島
大
学
や
他
の
大
学
等
で
研
究

さ
れ
て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
紹
介
や
、
セ

ン
サ
と
モ
ー
タ
の
原
理
の
解
説
の
他
、

ロ
ボ
ッ
ト
キ
ッ
ト
「
ビ
ュ
ー
ト
ロ
ー

果
か
ら
、「A

R

.D
rone

」
を
操
縦
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
員
が
初
め
て

で
あ
る
こ
と
か
ら
非
常
に
興
味
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。
一
方
で
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
る
こ
と
に
関
し
て
は
楽
し

い
け
れ
ど
難
し
い
と
い
う
意
見
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
大

学
生
に
つ
い
て
は
、
初
回
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
中
学
生
と
の
接
し
方
に
、

ま
だ
、
ぎ
こ
ち
な
い
点
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
12
月
ま
で
の
間
に
５
回

に
渡
っ
て
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
、
中

学
生
達
が
、
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い

く
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
講
座
の
実
施
は
、
中
長

期
的
な
地
域
創
生
活
動
で
あ
り
、
科
学

技
術
力
を
も
っ
て
、
世
界
レ
ベ
ル
の
地

域
産
業
振
興
、
社
会
変
革
を
興
す
よ
う

な
人
材
を
徳
島
か
ら
輩
出
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
、
地
域
貢
献
の
中
で
も
重
要

な
も
の
で
す
。
ま
た
、
大
学
生
に
と
っ

て
も
有
益
な
活
動
に
な
り
ま
す
。
地
域

創
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
よ
り
内
容
を
拡

充
し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

大
学
側
か
ら
こ
の
よ
う
に
広
報

が
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
驚
い
て

い
ま
す
。
県
外
の
た
め
徳
島
大
学

の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い

の
で
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
し
、
安
心
し
て
お
任
せ
で
き
る

大
学
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
情
報
を
保
護
者
に

も
発
信
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し

い
で
す
。
就
職
先
が
ど
の
よ
う
な

分
野
な
の
か
興
味
が
あ
り
ま
す
。

徳
島
の
企
業
に
つ
い
て
も
知
り
た

い
で
す
。

　

い
つ
も
徳
大
広
報
を
大
変
楽
し

み
に
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
流
石
に
理
系
の
大
学
ら
し

く
、
最
先
端
の
研
究
の
様
子
に
は

目
を
見
張
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
活
躍
の

様
子
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
子
供

が
楽
し
い
学
生
生
活
を
送
っ
て
い

る
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
徳
大
広
報
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。
い
つ
も
有
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

【
回
答
】

こ
ち
ら
こ
そ
、
お
言
葉
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
貴
重
な

ご
意
見
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

１
月
号
は
、
私
た
ち
徳
島
大
学

が
め
ざ
す
も
の
、
ま
た
研
究
を
通

し
て
学
生
を
ど
の
よ
う
に
教
育
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
を
是
非

知
っ
て
頂
き
た
く
特
集
を
組
み
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
継
続
的
に

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
や
就
職
活
動

状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

皆
様
に
よ
り
一
層
興
味
を
も
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
新
し
い
企
画

を
考
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ご
支
援
の
ほ
ど
、
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

目
指
せ
！ 

未
来
の

ス
ー
パー
サ
イ
エ
ン
ティ
ス
ト

徳
島
大
学 

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

地域貢献

サッカーロボットの製作プログラミング実習

地
域
創
生
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
部
門
ス
タ
ッ
フ

大
学
院
ソ
シ
オ
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
部 

講
師

浮
田 

浩
行
（
う
き
だ 

ひ
ろ
ゆ
き
）

第
９
回 

徳
島
大
学
国
際
展
開
推
進

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
母
国
で
振
り
返
る
私
の
徳
島
大
学

留
学
生
時
代
」
を
開
催

11
月
２
日
、
工
業
会
館
に
て
、
第
９

回
徳
島
大
学
国
際
展
開
推
進
シ
ン
ポ
ジ

ド
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
言
葉
も
述
べ
ら
れ
、
本
学
の
国
際
交

流
が
多
く
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
本
学
の
国
際

展
開
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

10
月
15
日
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
が
終
了
し
、
関
係
者

に
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

蔵
本
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
歯
学
部
と

疾
患
酵
素
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
放
射
性

同
位
元
素
取
扱
施
設
を
ア
イ
ソ
ト
ー
プ

総
合
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
、
利
用
者
の

増
加
に
対
応
で
き
る
広
い
実
験
施
設
の

確
保
と
、
研
究
環
境
の
向
上
を
目
的
に
、

今
回
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
同
セ
ン
タ
ー

は
、
実
験
器
具
を
持
っ
た
ま
ま
で
出
入

り
が
で
き
る
よ
う
管
理
区
域
へ
の
出
入

り
口
に
自
動
ド
ア
が
設
置
さ
れ
、
各
実

験
室
は
個
別
空
調
化
さ
れ
る
等
、
快
適

に
使
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
改
修
工
事
に
よ
り
、
更
な
る

研
究
の
進
展
と
教
育
訓
練
の
充
実
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

ウ
ム
「
母
国
で
振
り
返
る
私
の

徳
島
大
学
留
学
生
時
代
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
国
際
セ
ン
タ
ー

の
企
画
に
よ
る
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
、
徳
島
大
学
留
学
後
に
母

国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を

お
招
き
し
、
講
演
い
た
だ
く
も

の
で
す
。

香
川
学
長
の
挨
拶
及
び
感
謝

状
贈
呈
、
高
石
国
際
セ
ン
タ
ー

長
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣

旨
説
明
の
後
、
３
人
の
元
留
学

生
が
、
徳
島
で
の
生
活
、
留
学

時
代
の
研
究
、
現
在
の
仕
事
等

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。「
今

の
時
間
と
周
囲
の
人
を
大
切
に
」「
日

本
の
文
化
・
社
会
を
理
解
す
る
た
め
に

日
本
語
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
」
な
ど

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
語
ら
れ
、
約
80
人
の

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
留
学
当
時
、
地
域
の
方
々

に
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
エ
ピ
ソ
ー

改修されたアイソトープ総合センター内部

元留学生の皆さんと大学関係者

2012.9.1 ～
2012.11.30
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第
２
回
特
別
展
示
会
「
文
豪
モ
ラ
エ

ス
の
徳
島
」
は
平
成
24
年
７
月
27
日
か

ら
11
月
30
日
ま
で
の
予
定
で
し
た
が
、

12
月
７
日
に
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル
で
藤
原

正
彦
「
孤
愁
（
サ
ウ
ダ
ー
デ
）
の
モ
ラ

エ
ス
」
講
演
会
を
開
催
し
た
関
係
で
、

12
月
14
日
ま
で
開
催
期
間
を
延
長
し
ま

し
た
。
同
講
演
会
は
父
新
田
次
郎
の
未

完
小
説
『
孤
愁
（
サ
ウ
ダ
ー
デ
）』
を
次

男
の
藤
原
正
彦
氏
（
お
茶
の
水
女
子
大

学
名
誉
教
授
・
作
家
）
が
完
成
さ
せ
た

機
会
に
開
催
し
た
も
の
で
、
会
場
は
約

7
０
０
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
好
評
の

う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
講
演
会

で
は
第
２
回
特
別
展
示
会
「
文
豪
モ
ラ

エ
ス
の
徳
島
」
の
チ
ラ
シ
を
も
配
付
し
、

ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室
の
存
在
を
一
般

市
民
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し
た
。
今

回
の
「
モ
ラ
エ
ス
」
展
示
会
と
講
演
会

が
徳
島
の
地
域
再
生
・
地
域
起
こ
し
の

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。第

３
回
特
別
企
画
展
示
会
で
は
総
合

科
学
部
地
域
創
生
コ
ー
ス
の
学
生
・
教

員
に
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
芸
術
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ま
た
第
４
回
は
２
月
12
日

（
火
）
～
３
月
29
日
（
金
）
ま
で
福
島

原
発
事
故
復
興
支
援
報
告
展
示
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
企
画
展

示
と
は
ま
た
異
な
っ
た
趣
き
の
展
示
会

で
す
。
是
非
、
ガ
レ
リ
ア
新
蔵
展
示
室

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

叙 

勲
平
成
24
年
秋
の
生
存
者
叙
勲
を
次
の
方

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

江
本
賢
治

元 

徳
島
大
学
医
学
部
・
歯
学
部
附
属
病
院

診
療
支
援
部
診
療
放
射
線
技
師
長   

保
健
衛
生
功
労

 

瑞
宝
単
光
章

吉
川
俊
美

元 

徳
島
大
学
医
学
部
附
属
病
院

副
看
護
部
長   

看
護
業
務
功
労

「
企
画
展
示
会
」

好
評
の
う
ち
に
継
続
開
催
中

第
3
回 

特
別
企
画
展
示

「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
芸
術
作
品
」展
示
会

平
成
24
年
12 

月
21
日（
金
）～

平
成
25
年
2
月
1 

日（
金
）

「
学
園
祭
で
就
活
し
や
が
れ
」

を
開
催

11
月
４
日
、
常
三
島
祭
に
あ
わ
せ
て
、

「
学
園
祭
で
就
活
し
や
が
れ
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
れ
か
ら
就
職
活

動
を
始
め
る
学
生
に
、
就
職
活
動
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
社
会
人
と

な
る
自
覚
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
就
活
を
支
援
す
る
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
」
が

企
画
し
た
も
の
で
す
。

第
一
部
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
就
職
し
て
間
も
な
い
３
名
の
卒

業
生
か
ら
現
在
の
仕
事
を
選
ん
だ
理

由
、
仕
事
に
対
す
る
思
い
、
学
生
時
代

に
や
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
等
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
５
人
の
卒
業
生
が

パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
り
、
働
く
意
義
や
就

職
活
動
上
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
学
生

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
第
三
部

の
就
活
相
談
で
は
、
さ
ら
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
グ
ル
ー
プ
に

別
れ
て
、
企
業
や
行
政
機
関
等
で
働
く

先
輩
の
話
を
聞
く
場
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

若
手
研
究
者
学
長
表
彰
制
度
に
よ
る

学
長
表
彰
式
を
挙
行

11
月
８
日
、
若
手
研
究
者
学
長
表
彰

制
度
に
よ
る
学
長
表
彰
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。

 

平
成
18
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

本
表
彰
制
度
は
、
若
手
研
究
者
の
研
究

能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
若
手

研
究
者
が
自
立
し
て
研
究
で
き
る
環
境

の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
特
に
優
れ
た
若
手
研
究
者
を
表
彰

し
、
研
究
支
援
費
を
授
与
す
る
も
の
で

す
。
７
回
目
と
な
る
今
年
度
は
学
内
部

局
長
等
か
ら
12
名
の
推
薦
が
あ
り
、
研

究
業
績
、
将
来
性
を
総
合

的
に
評
価
し
た
結
果
、
40

歳
未
満
の
若
手
研
究
者
５

名
を
表
彰
し
、
香
川
学
長

か
ら
賞
状
と
研
究
支
援
経

費
と
し
て
１
０
０
万
円
の

支
給
目
録
を
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

式
後
に
は
、
学
長
、
理
事
、

部
局
長
と
受
賞
者
が
懇
談

し
、
受
賞
者
か
ら
研
究
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
研
究
環
境
の
支
援
や

留
学
の
必
要
性
に
関
し
て

意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

徳
島
大
学
常
三
島
祭
、

蔵
本
祭
を
開
催

11
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、
常
三

島
祭
、
蔵
本
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

常
三
島
祭
と
蔵
本
祭
は
、
学
生
同
士

の
つ
な
が
り
や
交
流
を
深
め
、
地
域
の

方
々
に
も
本
学
に
親
し
み
を
持
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
年

で
常
三
島
祭
は
60
回
目
、
蔵
本
祭
は
28

回
目
と
な
り
ま
し
た
。
期
間
中
、
常
三

島
、蔵
本
の
両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、様
々

な
企
画
や
展
示
が
行
わ
れ
、
模
擬
店
も

多
数
出
店
さ
れ
ま
し
た
。
晴
天
に
も
恵

ま
れ
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

「
就
職
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
、
人
か

ら
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
」
等
、
卒
業
生

か
ら
は
、
実
際
に
社
会
人
に
な
ら
な
け

れ
ば
わ
か
ら
な
い
大
切
な
ア
ド
バ
イ
ス

が
多
く
あ
り
、
参
加
し
た
70
名
の
学
生

は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

常三島祭の
模擬店

蔵本祭
ステージ企画

プレゼンテーションを聴く学生

香川学長（前列中央）と受賞者ら

パネルディスカッションの様子

藤原正彦氏講演会


